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１ はじめに 

 

 近年，地球温暖化が話題となっており，日本近海の水

温上昇が気象庁の「海洋の健康診断表（海洋の総合情報）」

（http://www.data.kishou.go.jp/kaiyou/shindan/）等で報告さ
れている．また，外洋に面するA類型に指定されている
ような非汚濁海域でのCODの漸増傾向が報告されてい
る．そこで，博多湾における，地球温暖化現象の及ぼす

水質や生態系への影響を把握するため，博多湾の公共用

水域測定結果から，水温やその他の水質項目の変化を解

析したので報告する．なお，本報告は国立環境研究所と

地方環境研究所のＣ型共同研究の成果の一部を使用した． 

 

 

２ 解析方法 

 

2.1 調査地点および調査期間 

 調査地点を図 1に示す．1981年度から 2007年度まで

の博多湾の公共用水域測定結果のうち，開発による地形

の変化や陸水の影響を受けにくい地点として，湾口部

（W-3）と湾央部（C-1）の2地点について解析を行った． 
 

2.2 調査項目および解析方法 

調査項目は水温，COD，塩化物イオン，クロロフィル
aについて行った．それぞれの項目について表層，中層，
下層の平均値（全層）における年平均値を解析した．解

析方法は一次回帰解析，および周囲から大きく外れた値

やデータの無い期間の影響を受けにくく，時系列の傾向

変動を解析する手法でよく用いられる１）Mann-Kendall
検定を用いた． 

 

図1 調査地点 

３ 解析結果 

 

3.1 水温 

 1981～2007 年度における W-3 地点における水温の変
化を図 2に，C-1地点における水温の変化を図 3に示す．
一次回帰解析ではW-3，C-1ともに傾きは正の値を示し，
水温上昇傾向がみられた．また，Mann-Kendall検定によ
る解析の結果では，W-3，C-1 ともに水温上昇傾向は 5
％の危険率で統計的に有意であるという結果が得られ

た．しかし，水温の変化をみると，W-3，C-1 ともに平
均潮位が上昇し始めた２）1996 年以降では明確な傾向は
みられなかった．なお，W-3と C-1の水温上昇率を比較
するとW-3の方が高かった． 
 

3.2 COD 

1981～2007年度におけるW-3地点における CODの変
化を図 4に，C-1地点におけるCODの変化を図 5に示す．
一次回帰解析ではW-3，C-1ともに傾きは正の値を示し，
COD上昇傾向を示した．また，Mann-Kendall検定による

解析の結果では，W-3，C-1ともに COD上昇傾向は 5％
の危険率で統計的に有意であるという結果が得られた．

しかし，CODの変化をみると，W-3，C-1ともに下水の
リンの高度処理が導入され始めた 1993 年までは上昇傾
向がみられたが，それ以降は横ばいであった． 
 

3.3 塩化物イオン 

1981～2007 年度における W-3 地点における塩化物イ

オンの変化を図 6 に，C-1 地点における塩化物イオンの

変化を図 7に示す．一次回帰解析では W-3，C-1 ともに

傾きは正の値を示したが，相関係数が低く上昇傾向があ

るかどうか確認できなかった．また，Mann-Kendall検定

による解析結果でも，W-3，C-1 ともに塩化物イオンの

上昇傾向は 5％の危険率で統計的に有意であるとはいえ

なかった．W-3，C-1ともに 1990年代が低い傾向がみら

れた． 

 

3.4 クロロフィルa 

1981～2007 年度における W-3 地点におけるクロロフ
ィル a の変化を図 8に，C-1地点におけるクロロフィル

a の変化を図 9に示す．一次回帰解析では C-1が傾きは
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負の値を示した．しかし，Mann-Kendall検定による解析
結果は，C-1 ではクロロフィル a の減少傾向は 5％の危

険率で統計的に有意であるとはいえなかった．なお，W-3
では傾向はみられなかった．C-1では 1990年代前半まで
は上昇傾向がみられ，変動も大きかったが，福岡市にお

ける下水道の高度処理の進捗にともない 1990 年代半ば
以降は減少傾向がみられた． 

 
 

４ まとめ 

 

  1981～2007年度における博多湾の水温，COD等の変 
化を解析したが，水温と COD については，解析上は上

昇傾向がみられたが，1990年代半ば以前は上昇傾向があ
るものの，1990年代半ば以降は大きな変化はみられなか

った．今後は以前からのデータを所有している水産関係

の部署等とも情報交換を行い，より多くのデータを集め

る必要があると考えられる． 
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図 2 W-3の水温変化（1981年度～2007年度）       図 3 C-1の水温変化（1981年度～2007年度） 
               （単位：℃）                      （単位：℃） 

 
 

y = 0.0265x + 0.9894
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y = 0.0217x + 2.0438
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図 4 W-3の COD変化（1981年度～2007年度）      図 5 C-1の COD変化（1981年度～2007年度） 
                  （単位：mg/L）                    （単位：mg/L） 
 

y = 0.0339x + 17.805

16

17

18

19

20

19
81
19
83
19
85
19
87
19
89
19
91
19
93
19
95
19
97
19
99
20
01
20
03
20
05
20
07

温度（全層） 線形 (温度（全層）)

-150-



 

 

y = 7.6871x + 18376
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y = 9.6951x + 17697
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図 6 W-3の塩化物イオン変化（1981年度～2007年度）   図 7 C-1の塩化物イオン変化（1981年度～2007年度） 
                    （単位：mg/L）                     （単位：mg/L） 
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y = -0.1584x + 11.078
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図 8 W-3のｸﾛﾛﾌｨﾙ a 変化（1981年度～2007年度）     図 9 C-1のｸﾛﾛﾌｨﾙ a 変化（1981年度～2007年度） 

                   （単位：μg/L）                      （単位：μg/L） 
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